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よく行なわれるのは,全-ミル トニアyを部分クラスター γ ≡ 光l+光2+-に分けて鈴木-
notter分解【1,21
eェp(一月桝)≡leェp(-β光1/n)eェp(-β光2/n)】≠+0(β2/n) (1 )













展していくのだが,式 (2)の変形は虚時間 0- βを n佃の時間層に区切り,粒子の移動の途中経

















この間蓮は以下のように解釈できると思われる【9,101･量子系の状態空間を考えよう (図 1)･ 低
Z.A - :Jへ Zi
VG VG'
図 1:皇子系の状態空間中のボルツマン分布







海ではボ ,^ツマy分布関数は知 りたい系 Zの基底状態やG付近にのみ値を持っている.重みつきサ
yブリングの精神に従えばこq)基底状態付近を重点的にサンプ1)ングしたい.しかし技術的困難のた



















e-GUn†n↓=-2∑ e-=ア ; -正す ≡ aB(nT-nl)一打(nT+nl)/2,cosLa=eSU/2 (4)■=土1
をほどこす.ここで新たにイジyグ変数 3が導入されている. 変換後のポチyシャル項 中ではフェ
ルミオン間には一見相互作用がなくなった形になり,対角和が計昇できる.以上から分配関数は,











































耗 叩 トP7t)[4,T)-伽 ) (8)














eェp(-βEG)=soexp(-βA) ; △ ≡EG-Ei (10)
という振舞をする･ここでEGとEとはそれぞれZとZ'の基底エネルギーである･そこで図 2の
















子 ezp卜β光)だ[G(β/A)】nとして G(zi)≡1-2仇 を使う方法をGrecn'8-FunctionモyテカルP
l14,31-33】,鈴木-notter変換の形 G(a!)≡eZpト拙 1)expト｡光2)を使う方法を Projectorモン
テカルロ【叫 と呼ふ










































































(b) (C) (a) tAiI
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